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が有意に高齢であった.Burn indexも生存群諮.9±9.0.

死亡群65.3±23.4と.死亡群が有意に 高値であった.

気道熱傷3例のうち Burnilldex30の1例は生存した

が,Bur.∩index20と45の2例は死亡した.

年齢,Burnindex,及び,気道熱傷の有無が重要な

予後決定因子であると考えられた.

33)80歳以 上高齢 肴腹部外耳斗手術例の検討

lh卜 巌 ･吉tl憤 佐人

1979年6月より,1991年10月までの12年間に80歳以

_l二高齢者の全身殊酔.F開腹症例を65例経験した.内訳は,

胃癌15例,大腸癌21例,胆道癌 3例.胆石症11例,イし

ウス7例,針仁:_指腹潰壌出血,穿孔6例,胆喪穿孔 1

例,大腸憩室穿孔1例であった.緊急手術例は9例 (13.8

%/)で,その内の3例は直死した,待機手術では直死は

認められず.在院死は5例であった.3例は癌死. 1例

は全身衰弱死,1例は縫合不全後の MOF雅であった.

術後合併症は33例に認めt..-)It.,術後肺炎は21例と高頻度

であった.退院例では術後の合併症および体力低下等に

より在院日数が長期となる症例が認められるものの,過

院時には全身状態良好となった.術前に心,柿,腎等に

なんらかの異常を認めたとしても重篤でなければ80歳以

I.【二の開腹術は比較的安全に行えると考えられた.

34)外科系病棟の院内感染対策

一新設病院をこおける M民SA 感染の実態
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当院における ～1RSA 感染症につきその実態と患者

の背景田子を分析し,環境微生物検査の意義と感染防止

上の問題点につき検討した.対象は開院よりの過去4年

4ケ月間に外科系病棟で MRSA感染症と診断された52

例である.内訳は肺炎32例･軌血症8例 ･腸炎7例 ･皮

膚軟部感染5例でうち13例が死亡した.感染例は第3七

フェム系抗生剤の前投与例が多く,悪性陸揚および感染

の多発した救命センター経由の脱外科症例が多かった.

死亡例は2例を除き MRSA感敬以外の重度合併症を

有していた.環境およびスタ､t,フの徴!二t:-_物検杏結果の改

善に伴ない感染患者数も減少傾向を示した.

くまとめ)1■)環境や患者の微生物検査を通 して病院全

体の疫学的情報の把握が大切である.2)院内感染対筒

に環境軽僻は重要であり,感染患者には従事者の手指の

消毒などを含めた疫学的隔離が必要である.3)抗生剤

(特に第3セー7J_ム糸)投与による MRSA の新たな

る耐惟歯の出現に卜分な注意が必要である.


